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1 事業の成果
0日本 IDDMネットワ ー クの 3 つの約束

インスリンの補充が必須な患者とその家族一人ひとりが希望を持って生きら
れる社会を実現するために、 平成 2 2 年度に

“
救う'’

“
つなぐ'’ ‘‘解決する

”

の3つの約束を掲げました。
そして、 平成23年度に開催した日本 IDDMネットワ ー ク法人化 1 0 周年

. 1型糖尿病研究基金設立5周年記念シンポジウム開催を機に、 ゴールは、
2025年に1型糖尿病を「治らない」病気から「治る」病気にすることとし
ました。

さらに、 平成25年度には、 インスリン補充から解放され病気になる前のも
との体に戻る「根治」に、 現在の治療法の改善により体への負担が軽くなり生
活の質が向上する「治療」並びにこれから新しく発症する患者を無くして1型
糖尿病を完全に克服する「予防」を加えて、 「根絶」と定義し、 1 型糖尿病の

「根絶」を最終目標として掲げました。
また、 創立2 8年を経過し、 その間に培ったノウハウを社会に還元し、 自発

的な市民社会の構築に寄与することを目指しています。
その約束を果たすための令和5年度の主な取り組みは以下のとおりです。

〇
‘‘
救う

’
' 一患者と家族の皆さんに私たちの経験を還元します。

患者の祖父母や学校・幼稚園等への説明用パンフレット、 ジュー Cグルコー

ス及び 1 型糖尿病[ I DDM] お役立ちマニュアルの配布、 電話・メ ール等で
の相談対応、 ホ ームページ、 SNS、 動画、IDDM News Letter 等での情報発
信、 メ ールマガジンの配信などに取り組みました。

AI （人工知能）を活用した相談対応システムは、 ChatGPTの登場、
さらに人材の投入や高額な運営コストが見込まれるため、 前年度に事実上断念
し、 開発会社との協議を続けています。

政策要望では、 これまで①20歳以上の1型糖尿病患者への医療費助成②介
護施設などでの介護職員によるインスリン療法の実施③インスリンポンプおよ
び持続血糖測定器に係る診療報酬の改善④学校などの教職員等及び救急救命士
による重症低血糖対応⑤特別児童扶養手当と小児慢性特定疾病の申請窓口の一

元化についての要望書を厚生労働大臣宛に提出する等して取り組みを継続して
きました。

本年度は新たに、 製薬企業や医療機器関連企業からの患者・家族に向けた情
報提供の規制緩和について、 厚生労働大臣宛に要望書を提出しました。



こうした要望活動の結果、「学校の教職員による重症の低血糖発作時のグル
カゴン点鼻粉末剤（バクスミ ー®)投与」については、1月25日付で文部科学
省などの担当課から各都道府県・指定都市などに向けた文書が発出され、保護
者等が事前に医師から書面で指示を受けている等の条件下で、学校等の教職員
等のバクスミ ー使用を医師法違反としない旨が示されました。

介護施設などでの介護職員によるインスリン療法の実施については、6月21
日に閣議決定された「規制改革実施計画」において、介護職員による医療行為
について「一定の要件の下、介護職員が実施可能と考えられる行為の明確化に
ついてその可否を含めて検討し、結論を得る。その上で、厚生労働省は、介護
職員が実施可能とする行為があるとの結論を得た場合には、一定の要件の下、
介護職員が実施可能とする行為の実現のために必要な法令、研修体系等につい
て検討し、結論を得次第、速やかに必要な措置を講ずる。」とされました。

特別児童扶養手当と小児慢性特定疾病の申請窓口の一元化については実現し
ていませんが、3月の厚生労働省障害保健福祉部企画課主催の障害保健福祉関
係主管課長会議において「特別児童扶養手当等の広報の充実について」の項で

『自治体の小児慢性特定疾病医療費等に関する窓口などで特別児童扶養手当に
ついて紹介し、説明の求めがあれば、特別児童扶養手当の担当部門に案内して
頂く、等の取組が考えられる。ついては、本制度の対象となる方に広く周知さ
れることが重要であるので、上記について管内の各実施機関に周知いただくよ
うお願いする。なお、特別児童扶養手当の周知に当たっては、「小児慢性特定
疾病医療費または特定医療費の支給認定の申請時における特別児童扶養手当等
の各種手当の周知について」（令和4年4月8日付け厚生労働省健康局難病対
策課・社会・援護局障害保健福祉部企画課連名事務連絡）も参考とされた
い。』と改めて周知が図られました。

製薬企業や医療機器関連企業からの患者・家族に向けた情報提供について
は、厚生労働省担当課から製薬企業に対して、当方の要望にも触れられ、自社
医薬品の安全性情報や欠品情報は「広告には全く該当しない」、患者・家族か
らの質問に適切に回答することは、広告に該当しない旨を説明していただきま
した。文書でも「医療用医薬品の販売情報提供活動に関するガイドラインに関
するQ&A」（令和6年2月2 1日付け厚生労働省医薬局監視指導・麻薬対策
課事務連絡）のAlOに「広告の該当性に関し、医薬品等の適正使用推進や安
定供給に係る情報の提供等、顧客を誘引する意図がない清報について自社製品
と他社製品との比較の上で提供することは、広告には該当せず、これを行うこ
とは差し支えない。」とされています。

「1型糖尿病患者の療養状況に関するアンケ ー ト」 (780名から回答）や
「日本IDDMネットワ ークの活動内容に関するアンケ ー ト」 (610名から回
答）からも政策要望に関する期待が高いので、次年度も政策要望を重点事業と
して取り組みます。

特に、医療費については、約7 5％の方が負担を感じており、様々な工夫で
他の支出を減らす、希望する医療（先進的なデバイスの使用など）を受けられ
ないつらさや成人以降の医療費、老後まで続く医療費負担（生涯を通しての高
額な医療費負担）への不安感が強く示されました。

医療費以外にも入院中の食費や付き添い者にかかる経費など金銭的なことが
挙げられています。仕事や学業への影響も懸念されています。



このように患者・家族の求める支援としては、圧倒的に成人以降の患者への
公的な医療費助成を求める声が寄せられました。具体的には1型糖尿病が国の
定める「指定難病」となること、また先進的なデバイス(CGM、インスリン
ポンプ）やインスリン製剤にかかる費用への助成が望まれています。

総じて、1型糖尿病を持ちながらの生活においては、経済的な不安と老後の
生活への不安（金銭負担や介護）があらためて確認できました。

20歳以上の1型糖尿病患者への医療費助成については、国の制度化（難病
指定）に進展はありませんが、佐賀県で企業版ふるさと納税を活用（佐賀県庁
の企業版ふるさと納税活用型 cso 地域課題解決支援事業に採択）し、佐賀県で
2 5歳までの1型糖尿病患者医療費助成を4月から開始したところ全国各地か
ら問い合わせを受けました。

この事業をきっかけに全国で医療費支援が実現することを願い、「1型糖尿
病患者医療費支援基金」を設立しました。

発症初期の1型糖尿病患者と家族にとって必要なもの（専門医監修によるわ
かりやすい医療情報冊子、療養に必要な医療機器やインスリン製剤の一覧、患
者・家族の体験談等）を詰めた「希望のバッグ」（平成2 6年11月配布開
始）プロジェクトは、スポンサー企業の皆様のおかげで好評のまま継続するこ
とができました。1型糖尿病が「治る」病気になるまで継続する必要がありま
すので、毎年発症している全国の患者全員(10 0 0人を見込）に届けること
ができるよう今後とも重点事業として取り組んで行きます。

加えて、インスリン補充が必要な2型糖尿病患者のための希望のバッグ（平
成29年12月配布開始）の送付もスポンサー企業の皆様のご支援により継続
することができました。

支援者の方々のおかげで「希望のバッグ」は、累計で5000個を超える配
布ができました。

2型糖尿病患者・家族のみなさんには、当法人が30年近くに渡って培って
きた1型糖尿病に関するノウハウを活かし、インスリン治療に対する不安をや
わらげ、希望をもって生活してほしいという想いから「2型糖尿病との向き合
い方セミナー」と題したイベントを開催しています。 プロバスケットボールリ
ーグ、B.LEAGUE(Bリーグ）Blの「佐賀バルーナーズ」の試合において “早
期受診とストップ治療中断” を訴える動画放映やチラシの配布を行い、オンラ
インで「糖尿病の防災・災害対応セミナー 」を開催し、糖尿病患者の災害対応
や早期診断と治療継続の大切さを啓発しました。

認定特定非営利活動法人ヒ°
ースウィンズ・ジャパンの協力を得て ‘‘低血糖ア

ラート犬 ’'養成に取り組み、3頭（アニモ、アロエ、エ フィー）の訓練を継続
しました。課題はありますが、次年度には専門家による認定試験に臨みます。

「インスリン療法をおこなう患者・家族のための医療費webセミナー」を開
催しました。 医療費（保険診療）の仕組み、インスリン療法に関連する医療費
の積算方法、医薬品の価格（薬価）などを説明し、満足度の高いセミナーとな
りました。

動画では、1型糖尿病患者でもある柚山賀彦医師の協力を得て、糖尿病の正
しい理解、救命救急士に向けた糖尿病の対処法、及び小中学校の先生に向けた
1型糖尿病をもつ児童との関わり方の3本を新たに公開しました。



加えて、糖尿病には様々なタイプ(1型糖尿病、2型糖尿病、MODY、妊
娠糖尿病等）があることを社会啓発する動画も公開しました。

こうした動画により、社会における糖尿病に関する正しい認知や患者・家族
自身が日常（就職、入園・入学等）の説明が容易にできるようになりました。

高齢患者支援サー ビス（独居の高齢糖尿病患者健康支援サー ビス）は公益財
団法人三菱財団様の助成を得て、 「高齢患者のこれからを考える交流会」等に
取り組み、高齢患者ならではの様々な課題を把握したところです。地域患者・
家族会が高齢患者支援に取り組めるかどうかの調査も次年度に行います。

元日に発生した能登半島地震では、 「糖尿病医療支援チー ム」(DiaMAT)等
専門医と連携して支援要請を受けた被災地の患者・家族に対応することができ
た半面、高齢の理事長2名で対応にあたらざるを得ないといった現状となり体
制面の強化が喫緊の課題です。

地域患者・家族会は、運営が益々厳しさを増していますが、広島「 もみじの
会」では、正会員対象の「 患者・家族会交付金」を活用し、会員が役員をでき
る状況にあるかどうかについてのアンケート調査を行ったところ、役員の約半
数を確保することができ、活動継続に繋がりました。

なお、経済的理由で大学への進学や在学が困難となっている1型糖尿病患者
が1型糖尿病根絶のために研究者、医療者を目指すことを応援する「1型糖尿
病根絶奨学基金」（給付は2027年3月まで実施）並びに社会的課題の解決と
いう夢の実現に向けて努力している1型糖尿病患者を応援するための「1型糖
尿病患者起業支援基金」は、その役目を終えたと判断し廃止しました。

〇 ‘‘つなぐ”

ー患者・家族と研究者、医療者、企業、行政、そして社会とつなぎます。
カー ボカウント＆先進デバイス活用セミナーは、昨年に引き続きオンライン

で4回開催しました。対象者を年齢ごとで分け（園児・児童向け、中学・高校
生向け、1 8歳以上向け、成人発症向けに区分）その時期により必要な治療法
や情報を的確に伝えることができました。初めて開催した成人発症向けは特に
好評で、成人発症患者ならではの悩み(1型糖尿病の友人・知り合い等、病気
について分かり合える仲間が欲しい。患者コミュニティ不足による主治医の言
うことが絶対で臨機応変な対応が思いつかない。生活習慣が悪いという世間の
イメ ー ジが強いためステイグマ感が大きい。更年期・高齢になったときの対応
等）があることがわかりました。中学・高校生向けは、患者本人の参加は思春
期のため少なかったものの、その周りの方々の悩みは特別（思春期なので病気
にかかわらず保護者等の悩みはその時期特有でインスリン補充に関しても患者
である子どもと保護者との考えの違いもあり接し方に悩んでいる。子どもがキ
ャンプ等に参加しない年齢になったため保護者同士が悩みを共有できる場がな
くなった等）で、1型糖尿病の医師に実体験を交えながら話していただくこと
で心に届くセミナ ーとなりました。全国各地から多くの医療関係者の参加もあ
り、カー ボカウントや先進デバイスの啓発にも繋がりました。

カー ボカウント講座の動画「1型糖尿病 初級編」「1型糖尿病応用編」及
び「2型糖尿病編」も販売することで、医療・療養環境の充実につながってい
ます。



前年度に引き続き国際女性デー (3月8日）に「1型糖尿病と妊娠・出産セ
ミナー」をオンラインで開催し、 糖尿病専門医と助産師を講師に迎え、 妊活に
向けた体づくりやデバイスを活用した妊娠中の血糖コントロ ー ルについて、 実
例を交えながら解説することで、 これから妊娠・出産を迎える患者・家族の不
安を軽減する貴重な機会となりました。

「CGM（持続血糖測定）」に特化した「あなたの知りたいに答えるCG
M使いこなしセミナー」をオンラインで開催し、 診療報酬改定により利用者が
増えたCGMについて、 各デバイスの機能や特徴、 トラブルヘの対処方法な
ど、 実用的な情報を提供しました。 患者や医療者からの具体的な質問に答え
ることで満足度の高いセミナーとなりました。

中高生の1型糖尿病患者が持つ就職への不安を少しでも軽減できるよう「中
高生向けキャリアデザインセミナー」を東京都で開催し、 先輩患者やヘルスケ
ア企業の人事担当者ほか様々な企業の方などと交流し、 「仕事」について一緒
に考えました。 オフィスツアーでは多様な働き方を見学することができ、 将来
の選択肢を広げる機会を提供できました。 中高生の患者を対象としたこうした
イベントは全国的にも少ないことから、 同世代の悩みも共有することができ参
加者にとって充実した時間となりました。
IDDM白書(1型糖尿病IDDMレポート2 0 2 3)の発行に加え、 各

種メディアでも多く取りあげていただき、 1型糖尿病の認知度がさらに向上し
たと認識しています。

新たな寄付の形として、 DM三井製糖ホ ールディングス株式会社様は2019
年から株主優待制度として自社製品等に代えて日本IDDMネットワ ークヘの

寄付を選択いただける「寄付優待制度」を導入され、 この制度を通じて2 6 0 
名の株主様より496,000円の寄付を頂戴しました。

1型糖尿病の認知拡大のために、 1型糖尿病患児のイラストコンテストや
『「1型糖尿病ってなに？」あなたは答えることができますか？l人でも多く

の理解者を！』と題して、 CAMPFIRE for Social Goodでクラウドファンディ
ングを行い、 今後イベント等での啓発活動に活用して行きます。

〇 ‘‘解決する
”

ー研究者の方々に研究費を助成し、 1型糖尿病の根治への道を開きます。
1型糖尿病の根絶に向けて患者・家族の目線での画期的かつ先進的な研究を

応援する「1型糖尿病研究基金」による公募型の18回研究費助成は、 8件の
応募の中から、 1テーマに対し10 0万円の助成を行いました。

佐賀県庁への日本IDDMネットワ ーク指定ふるさと納税を財源として、 5
テー マで5300万円の研究費助成を行いました。

資金循環型（研究成果が出た場合は1型糖尿病研究基金へ資金をリタ ーン）
の研究支援は、 2 テーマで継続支援を行いました。

このほか、 随時募集（公募）による助成、 継続助成を含め、 本年度は14件
1億80万円の助成を決定し、 2年連続4回目の1億円を超える研究費支援が
できました。

これにより累計では、 支援件数15 7件、 支援金額8億3 8 1 6万円となり
ました。



1型糖尿病の根治、治療、予防に向けた研究がさらに進むことを期待してい
ます。

2 0 2 5年には1型糖尿病が “治る” 病気になるという期待感は高まってお
り、「バイオ人工膵島移植ジャパンプロトコ ール2025基金」（目標： 5億
円）は、「移植サポーター」 (1口1, 0 0 0円を毎月口座から自動的に引き
落とし）も呼びかけ、寄付累計金額は119,415, 000円となりました。

バイオ人工膵島移植（膵島補充療法）への研究支援については、4テ ーマで
6 0 3 0万円の助成を行うこととし、累計では支援件数2 9件、支援金額3億
7480万円となりました。さらに、この療法の理解を深めるため、神戸市、

大阪市及び宮崎市で講演会等を開催しました。
2 0 2 5年のファ ーストインヒュ ーマン（バイオ人工膵島の人へ初めての移

植）実現を期待しています。
『1型糖尿病 2 0 2 5年「治らない」から「治る」へ』をテ ーマに据えた

日本IDDMネットワークサイエンスフォ ー ラムは、東京都で開催しました。
西村理明東京慈恵会医科大学糖尿病・代謝・内分泌内科主任教授による最新の
治療の話や松本慎一松本慎一国立国際医療研究センター研究所研究アドバイザ
ー・一般社団法人医療用ブタ開発機構代表理事によるバイオ人工膵島移植実現
に向けた熱い想いを身近で受け取ることができ、参加者は着実に進んでいる治
療法や根治に向けた研究に希望や期待を持ちました。

1型糖尿病を「治る」病気に変えようとしている医療者・研究者と患者・家
族との接点を増やすことで、 「治る」病気になることへの期待感や研究者のモ
チベーションは高まっています。

これまで研究助成を行った研究機関へ患者・家族が出向き研究の状況を発信
する「研究室訪問」は、4年ぶりに再開することができ、佐賀 大学医学部のウ
イルス糖尿病予防ワクチン開発及び京都大学iPS細胞研究所のヒトiPS細胞か
ら次世代型スマート膵島をつくる研究の進捗状況等を伺い、希望を感じること
ができました。

1型糖尿病 ‘‘根絶” のため、寄付に対し税制優遇措置が受けられる全国初の
所轄庁（都道府県・政令市）認定特定非営利活動法人としての利点をいかすた
めに様々なメニュ ー（基金の名前や金額、助成対象などを自由に決められる、
寄付者の方の思いに合ったプログラム ‘‘冠基金” 、株式会社シャトレー ゼ様
等による販売額の一定割合を寄付する寄付つき商品、家庭や職場で不要になっ
た本を提供していたた＜ ノ ーモア注射希望の本プロジェクト ’'、書き損じ・
未使用のはがきを提供していただ< “書き損じはがきプロジェクト ” 、家庭に
眠っている貴金属、アクセサリー等を提供していただ< “お宝エイド ’'、売上
の一部が寄付になる ‘‘希望の自動販売機プロジェクト” 等）を用意して寄付の
お願いをしました。物品やイベント収入の一部の寄付など患者・家族による自
発的なチャリティ活動も続いています。さらに、佐賀型賃金UP支援補助金を
活用し、全国の患者・家族同士が応援し合える環境（共助社会）を創りたいと
いう想いから、1型糖尿病患者・家族関係者のお店等を紹介するWEBページ
を作成しました。この取組を通じて、私たちの活動への共感の輪、さらには売
り上げの一部が寄付となる寄付付き商品の輪が広がることを期待しています。

1型糖尿病の啓発にも繋がる “希望の募金箱” プロジェクトは、本年度8か
所（累計32か所）で専用の募金箱を設置していただきました。



こうした多彩なメニュ ーによる取り組みもあり、 本年度の1型糖尿病研究金
には31,258 ,917円（佐賀県庁へのふるさと納税を除く）がよせられました
（前年度から72％減）。

様々な寄付メニュ ーの中でも、 ノ ーモア注射マンスリ ーサポーター (1口
1, 0 0 0円を毎月口座から自動的に引き落とし）は、 「マンスリ ーサポー タ
ー募集キャンペー ン(4月1日～6月10日）」にも取り組み、 期間中16 8
名もの方々に申込いただき、 8 1 7名16 4 2口となりました。

バレンタインデーに合わせて砂糖不使用で低GIの「ドクター ズチョコレー

ト」（販売元：株式会社マザーレンカ様）の売上の1％を1 型糖尿病研究基金
へ寄付するキャンペー ンを1月15日から2月29日まで、 I&H株式会社阪
神調剤グルー プ各社様の北海道から沖縄まで10 9店舗のご協力により 実施し
ました。

ソフトバンク株式会社様には「つながる募金」（スマートフォン等から簡単
に寄付ができるサー ビス）並びに「チャリティモバイル」（専用WEBから対
象機種を新規または機種変更で契約いただくと、 ソフトバンク株式会社様が、
6,000円＋毎月の利用料金の 3 ％を当法人へ 2 年間に寄付）でご支援をいただ
いています。

ヤフー株式会社様には、Yahoo！ネット募金でご協力をいただき、 累計で約3
1 6 0 0名の方々から約96 0万円の寄付を頂戴しています。

佐賀県とふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」 （株式会社トラ
ストバンク運営）のご協力で、 本年度で10年目となる「日本IDDMネット
ワ ー ク」を指定した佐賀県庁へのふるさと納税（寄付）は、 令和5年度（佐賀
県庁の会計年度： 4月 ー

3 月）は2209件、121,541,9 06円、 前年度金額比
1 1％減となりました。 令和 6 年度（同4月 ー

3 月）も、 6 月末現在で21 1 
件、11,581,000円の指定寄付を頂戴していますが、 寄付額は前年同期比48
％減となっています。 令和5年4月から佐賀県庁は指定団体への交付率を寄付
額の90％から8 5％へと変更されており、 当法人へ寄付（交付）される金額
は今後益々厳しい状況になると見込んでいます。 なお、 本ふるさと納税は主に
研究費助成のために活用しています。

特に「ふるさとチョイス」のガバメントクラウドファンディング®（使途を
明確にしたふるさと納税型クラウドファンディング）により、 「ヒトiPS細胞
から次世代型スマート膵島をつくる」ために長船健二京都大学iPS細胞研究所
教授へ2400万円を、 根治に一番近いと期待するバイオ人工膵島移植（膵島
補充療法）実現に向けては「移植用膵島の量産化技術の開発」のために浅利貞
毅神戸大学大学院医学研究科特命教授へ1000万円、 「移植後の患者の健康
維持 ・ 安全確保のための検査技術の開発」のために井上亮摂南大学農学部応用
生物科学科動物機能科学研究室教授へ10 0 0万円、 「移植効率と安全性を確
保するための要素技術の開発」のために小須田南日本大学医学部内科学系糖尿
病代謝内科学分野助教へ550万円、 「バイオ人工膵島移植 のための国産医療

用ブタ製造」のために松本澳ー一般社団法人医療用ブタ開発機構代表理事へ
3 5 0万円の研究費助成を行うことができました。

今後の研究進展にとても期待しています。



ふるさと納税にあたっては、 たくさんの応援メッセージを頂戴しています。
1型糖尿病のことをご存知無い方々からの寄付も多く、 この研究支援寄付が1
型糖尿病の啓発にも大きく寄与しています。 2月からは、 国立がん研究センタ
ー 先端医療開発センタ ー・新薬開発分野安永正浩分野長グループの「薬物を体
内の特定の部位に送り届ける技術であるドラッグ・デリバリ ー・システムを用
いて画期的な新薬【次世代型抗体医薬IL-7R（暴走した細胞の目印になるタ
ンパク質）標的ADC】の開発」を支援するために「ふるさとチョイス」のガバ
メントクラウドファンディング®に取り組んでいます。

東京マラソン2024 (2024年3月3日開催）チャリティの寄付先団体として
参加し、 1型糖尿病の正しい理解を広げ、 治る未来の実現に向けて、 28名の
チャリティランナーと支援者の方々から3,087,000円の寄付をいただきまし
た。 寄付はバイオ人工膵島移植プロジェクト（膵島補充療法）の研究費助成と
して活用することにいたしました。 続けて東京マラソン2025 (2025年3月2
日開催）チャリティの寄付先団体として参加することになり、 世界各地からチ
ャリティランナーの応募が続いています。

遺贈寄付（遺言による遺産の寄付）を希望する方の想いを円滑に実現するた
めに株式会社佐賀銀行様と「遺贈寄付に関する協定」を締結しました。

株式会社セブン＆アイ・ホ ールディングス様のセブンマイルプログラム（セ
ブン＆アイグループの店舗や公式通販サイトで買い物をするたびにたまるマイ
ルを寄付に交換できるサ ー ビス）寄付先にも選ばれました。

平成2 3年1月に発足した『1型糖尿病「治らない」から「治る」一
‘‘

不可
能を可能にする

”
ーを応援する1 0 0人委員会』の委員は1 3 9人となりまし

た（本年度1名就任）。 ノ ーベル医学•生理学賞を受賞された京都大学i p s
細胞研究所名誉所長の山中伸弥氏をはじめ、 作家・映画監督の村上龍氏、 京都
大学名誉教授の西川伸 一氏、 大阪大学免疫学フロンティア研究センタ ー特任教
授の坂口志文氏ほか様々な分野の方々に

“

参加
’

'いただいています。 加えて
『1型糖尿病「治らない」から「治る」―

“

不可能を可能にする
”

ーを応援す
る希望の1 0 0社委員会』は22企業・団体（本年度就任なし）で、 「治る」
活動支援等の参加表明をいただいています。

また、 日本IDDMネットワ ークは平成1 2年に佐賀県に本部を移転した団
体として、 地元佐賀県へ貢献することを目指しています。

ふるさと納税をはじめとして、 県内のcso（市民社会組織）からの相談に
も対応しました。

次年度以降も、 本部所在地である佐賀県から全国へ、 世界へ成果を発信でき
るよう取り組みます。

管理運営面では、 年々業務を充実させていますが、 井上龍夫理事長は体調面
から以前のような状態での業務は困難です。 岩永幸三理事長（共同代表）が実
質的に采配を行っていますが、 4月からは事務局長兼務に戻りました。 組織存
続に向けて、 岩永幸三理事長死亡時に保険金が米国ドルで支払われる通貨選択
利率更改型逓増終身保険に加入しました。



事務局は、 有給職員1 1名（フルタイム職員4名、 短時間職員7名、 1 1名
中6名は在宅勤務、 1 1名中5名は1型糖尿病患者）及び外部委託(2社に委
託）による体制です。

在宅ワ ー ク職員とのコミュニケ ー ション強化やマネジメント能力強化という
課題を抱え、 職員の給与水準も十分とは言えません。

米国ドル建て債券による資金運用強化により受取利息収入は大幅に増加させ
ることができましたがまだまだ運営資金は足りません。

会費は、 物価高騰や職員の賃金アップを背景に、 次年度から14年ぶりの値
上げを行うことになりました。

佐賀型賃金UP支援補助金を活用し、 作業効率や職員間のコミュニケ ー ショ
ン向上を目指し、 本部事務所のフリ ーアドレス導入、 収納スペー ス増、 ルータ
ー 更新、 IT運用管理ソフト導入、 活動紹介パンフレット作成等に取り組みま
した。

日本IDDMネットワ ー ク全体としては、 収入規模は3年連続2億円を超
え、 患者・家族のみならず一般社会を巻き込んだ共感の輪は広がり、 期待も高
まっていますが、 収入額は対前年度比8 5％となり、 今後もさらに厳しい運営
を予想しています。

しかしながら、 様々なご支援とボランティアの方々（延べ40名）や職員の
頑張りにより何とか乗り越えることができました。

次年度もサー ビス向上、 研究支援の加速、 財源確保のすべてを成り立たせる
ために、 常に改善を意識して尽力します。



2 事婁 実施に関する事項

(1)持定非富利活動 に 係る事集

事 婁名

ネ ットワー ク の

拡大 ・ 支憬

ネ ットワー ク の

拡大・支橿

ネ ットワー ク の

拡大・支橿

情霧収集提供・
政策提言

情輯収集提供・
政策提貫

情輯収集提供・
政策提言

情纏 収集提供・
政策提言

情輯収累提供・
政籟提言

情輻収集提供・
政籟提言

情纏 収集提供・
政策提言

情輯収集提供·
政讀提言

憤輯収集提供・
政策提言

情輯収集提供 ・

政 籟提言

情輯
政

収簗集
提

提
言

供 ・

情鱒収集提供 ・

政 策提言

情輯
政
収

策
集
提

提
言

供・

情籠収集提供・
政康提言

情輯収集提供・
政策提言

情輯収集提供・
政策II言

情輯収集1l供·
政策提言

情輯収集攘供・
政策提冨

情輯収集提供·
政繁提言

情輯
政

収
繁
集
提

提
言

供 ・

情轄収集提供・
政策提貫

事 集内容

0地填患署・家旗 会 の 活住化 のため に 下記 の 団体 に111J成金を2万円交付した．
・広島「もみじ の会」・会員へ役員になれる状況にある のかのアンケー トを実施

0地域患 者・ 家愛該
知
会
・

岐事皐の ：下→記 の 事婁 に 対し4長擾を行った．
・ つぼみ の会 令和5年度1型纏尿 綱 患児 の 療量および学校と の 違携について の 教霞員向 け研修会
・ つぼみ の会三重：20 23年度「9型糧尿 綱 先生方と 患 者・家旗と の 研修会 」

•岡山IIヽ児纏尿病協会 （悶山つぽみの会）・ 寛11回1 型糧屎鋼患児 の 療養及び学校と の 遭携について の 研修会
•佐貫景糠 尿綱協会事：第11回佐貫TYOe10Mサ0ン

〇発症初闊 の 1型鶉原綱患 者と家該 に とって 必璽な 情輯を訪め込んだ 「希望 の パッグ」を隠知 ．配布した．
くパッグ に入っているもの ＞

・畢門111による霞療情輯1!1!子 「'!I!.糧尿鋼と そ の 治療に ついて最初に知ってもらいたいことJ
・療養 に 必憂な医療機霧やインスリン製剤 の 一覧
·Ill父母向 Itバン フレット

・ 学校、 幼穫園、保 青園へ の 説明用パンフレット
・注射彗や血糧膏定墨を入れる ポーチ

ほか

0 インスリ ン惰充を必璽と する2型 糠 尿鋼患 者向 け の 「希望 の パッグ」を111知 、 配布した．
くパッグに 入っているもの ＞
・専 門医 がわかりやすく解説した インスリン治療 の 冊子rrィンスリン注射が 必ll!』と言われている2型 糠屎鋼患者さん

へ
・療

J

養 に 必璽な医療機讐やインスリン製剤 の 一覧
・祖

学校
父母

へ
向
の

Itパン フレット
・ 説明用パン フレット
注射曇や血纏測定纏を入れるボーテ
ほか

0以下 の 政策冥現に向けて．所管大臣へ の 璽望や関係 者と の 意J!.交桟事を行った．
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0 9型糟尿 綱 患 者の祖父母向 けパン フレットを5,000蜀増刷し、 患 書・家該事へ配布した．

0学校、 幼帷Ill．保 青園への設明用パンフレット「学校． 幼檜園、保 青園、認定こども111 の 先生のため の 1型糖屎綱 対
応マニュアル」を5,000鄭増刷し． 患者・家旗事へ配布した．

02型纏尿 綱 患 者の祖父母向けパンフレットを2.500蜀増刷し． 患 者・家該事へ配布した．

0教緬 の ため の 2型纏尿 綱 対応マニュアルを4,000鄭増刷し．愚 者・家該等へ配布した．

0カバヤ食品（株）樟から視供いただいたブドウ●（グルコー ス）を主成 分とした手軽な●分情給が可能なタブレット
「ジュ ーCグルコー ス」を患 者・家該事へ配布した．

0オウンドメ〒ィア『PRESSIDDM』で纏尿綱に 関する情纏覺償を行った．

OTw;ite,、 Focebook.Inst•9•mで 1型纏屎鋼 に関する情纏発信を行い、いずれもフォロワー が増加した．

0カーポカウ ント講座の動圏教材311
類

（①1型 糠屎鋼初級編②1型糖尿綱応用編③2型 糠 尿 綱 編）を11i亮した．
講鰤：JII村誓行あぺ のメデイカルクリニック院長
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集

類の

の

た

た

めの社会 保 輝制霞講座～就労 ・運転免許編～ 」（Ill鰤： 多田祐子社会 保

め の 社会 保 誼鰤）11111座～糟9)児童扶養手当・ 輝害年金編～ 』（多田祐

を
子

飯社
亮

会

し
保

た

該． 労 務士）

OYouTubeチ ャンネ ルの 広輻を強化し、 496. 1 93回（前年度比令172, 86 4)の インブレッション（表示）があり、年間
膏生歓は31.670回（前年度比＊8. 5 21)だった．

0糖尿 綱学の遺歩及び日本 糖尿鋼学会 年次学術集会 で 情載収集•発信を行った．

OYouTu betチ
た

ャ

糧
ン

尿
ネ

鋼
ル

の

に
対

て処専法門③讚小の
中
方

学

に

校
向

の

け
先

た

生
動

に
國
向

rv
け
ouた
Tu

糧
be

尿
で

綱
学

を
ぶ

も
9

つ
型
児

糠

童
屎

と
綱

のJ関
シわリ

ー

り方
ズ）

((j)

を 公
糠開 屎

し
綱

た
の

． 話②教急救命士
に 向 l

0 株式会 社SHAREEATに よる クラウドファンディング「＃クリ スマスに ケーキを 1型纏鼠綱 の子 どもた ちへ
年一回の プレゼン ト」に 協力し、 1型鶉尿 綱 患児 がいる1 0 1 家窪に超慨糖貫クリスマスケーキを雇けた．

0「1型糧屎綱IOOMレポー ト2023 」を9,000鬱作成し、 ホームページ で も公開した．

0「製藁企業、医憬機讐メー カー と愚 者・ 家該、患 者支援団体との 情輯共賓についてのアンケー

供
ト 」

に
を
つ
国
い

内
て

17
の

企1婁 を 対
象に行い． 厚生労働大臣への 「製藁企婁・医療機畠1!11遍企婁からの 患 者・家墓に向けた 情纏提 の 憂望J

に繋げた．

0 『患 者・ 家簗交濃会 ～m神戸～』を神戸市の mdm coffe」 にて1111催した．

0「 カー ポカウント＆先遣デバイス
P学

活・用
高
セ

校
ミ

生
ナ

と
ー

そ
」
の

をオ
保

ン

11

ラ書 イ
向

ン
け

で

）
4開回催（①
した

園．児 ・児童とその保 11 者向 It②18織以上の
方 向け ③成人覺症 の方 向It④中

実應日崎 冥施場所 従事
人

者数
の 受益対象肴 の 範囲及び人数 支（千出円

額
） 

患 者及び 20 そ の 家旗零

10月4日 佐買 市 3人 171人

128人7月26日 100人8月8日 佐贄市 3人 30人0月19B
II月38 50人

患 者及び 12,168 その 家旗零

安福
域

11l1

市

市逼年 14人 2100人佐 賃市

ほか

安糧城

1111

市

市通年 11人 150人佐買市
ほか

通年 安 域市 3人 60万人佐貫市

通年
福

佐
岡

賃市
市

市

6人 9万人
隅＊

通年
福

佐
11l1 市

賃市 6人 9万人
旗本 市

1111111市

逼年 佐
隅

買

本
市

市

6人 2万人

揖閾市

通年 佐賣市 6人 2万人
捐本市

通年 帽佐
閾董市

市
2人 60万人

通年
東京＊翻
n 市 3人 60万人

ほか

大

安

垣
櫨

市

市

逼年 II閾市 7人 60万人
佐罷

本
賃市市

福閾市
通年 佐 賃市 3人 60万人

隅本 市

通年
佐

熊
ほ

本
賃

か

市

市 3人 60万人

佐 賃市

逼年 捐本 市 4人 60万人
ほか

逼年 東京鑢 5人 60万人京翻市

8月3日 安
櫨市

9月12日 佐煎 賃

本
市

市

3人 60万人

9月～12月 福閾市 2人 300人ほか

II月
安橿憾

閾
市

市 10人 60万人佐賃 市

n本 市

佐 賃市12月ー2月 3人 60万人ほか

12月6日 神戸市 7人 8人

12月17日

安

大

佐罷
城

壇

賃
本

市

市

市
市

43人
1月14日 10人 53人
2月15日 145人
4月14El 62人



2事婁実篤に 関する事項

(1)特定非富利活動に 係る事業- --

事 婁 名

情轄 収累提供・政策
提

言

情轍収累提供·政策
提

言

情嶋収 集II供・政策
提

言

情輯政収策集
提

提言供・

情饒政収策集
提

提言供・

情籠収 集 提供·政策
提

言

情Ill政収策集
提

提言供
・

情輯政収攘纂橿提言供・

情輯収集 提供・政
簗提

言

情輻 収 集 提供・政策
復

言

情暢政収策集
提

提言供·

情輻政収策集
提

提言供
・

情轄政収策集
提

提言供
・

情輯 収 集 提供·政策
覆

言

情載政収策集攘提冨供·

情蝙収 集 提供・政策
提貫

情帽政収策集
II

提言供・

鵡査研究

謂査研究

謂査研究

鱈査研究

謂査研究

謂査研究

鵡査研究

講査研究

事 集内 容

or
受

糟わ尿
と

綱

スウトッォプ ー
治

ク

療
イペ中

ン
断

ト
」～

佐賣パる
ルテー

ラ

ナ
シー
の
ズ配

を
布
応

と
擾

「
し

纏
よ

尿

う

綱

！

も
」を多開

様
饉性 し

Jと
、 3

題
500

する
人

動

の 国観
を

客放に 映向

し
け
た

て

．

2型糧 尿病 の 「旱期 」を啓発す

OB*IO OMネットワ ークの 斬 しい活 動紹介パつン

て
フ言レ

っ
ッ

て
ト 『あ不げ治

ら
の

れ
綱

な
”

か
1

っ
型
た輪，尿 鋼

＂
の 檀OD

絶
O

を郎目作指
成

し

し
て

た「わたし治るの ？」っ て聞 かれたと き「治るよ J .』を20. • 

0日緯1型 糖尿鋼息者団体意見交桟会
研

で

究
、

肋
K

成

STIや希
O(
望

Ko,
の

eバ"'
ッ

S
グ

oc；油ty
情

of
輯

Typ
提

e
供

1 o;,betos)からは会員に 対する求心力
を 学び． B本!D OMネットワーク からは 事 の を行った．

0佐
IIし

賃

て

斬．1111佐
に

賀
お

県
い

で

て

の
r2ィ5

ン スリ
で

ン

の
捐1型充糖

．生
尿

涯
綱
必
患

聾
者
こ1

対
型
す

纏
る
尿

墜
鋼

療
の

費
佐
支

賃

II

県
事

内
業

患
に

者つ支
い

II
て

佐賀市の NPO. 20~25鑑対象J
と11 鐵ま 1 掲載された．

o!II5長8
が

回
日
糖

本
尿
IO

綱
O
学
Mネ

の ッ進
ト
歩
ワ
の

ー
「

ク
【
の

世応話繕人
事
特
に

別つ企
い

国
て
）1型糟尿綱への公的助咸制度の 確立 を 求め て 」に おいて井上龍夫

還事 18った．

0愛擾斬 聞、 下野斬聞に お いて 。 佐 賃 県での 25鐵までの 1型 糖 屎 綱 患者に 対する医療費 助 成 事集について 掲載され
た．

o
講rご鰤

家
：田
小
族中

谷

・墜
佳

紀

療

子
代
看
久
国

に
留
立

も
米
国

聞
大

闊

い
学

圏

て
匿

療

ほ
学

研

し
部
い

究
看

セ
！ 霞

ン

1型

タ
学
ー

纏
科

綱

尿
／久

院

綱
留
糖

の
米
尿

妊大
痢

11学
内

・
出

大
分

塵学
泌

セ
院

代

ミ
医

謝

ナ
学

ー

94
研

匿

J を
究
範

オ
科

ン

助
ラ産イン

学
で分 開

野
催
教

し
授
た．

0「中高生 向Itキャリアデザインセミナー ～1型 糟尿綱 をも
つ

先輩患者とと もに ～」を開催し、 パネルディスカッ ショ ン

の 様子 をY ouTubeに て 公開した．

〇毒日lilllに お いて"1型糠屎 綱に r20ヽ
て

鷹
掲
の

載
璧

さ
J
れ
助
た

成
．
停止で最斬治鸞中断も

“ と11 して 、佐 賃 県での 25麟までの 1型糧
尿鋼患者に 対する医療費肋成に

つ
し

0佐 賃 県庁の 企婁版ふるさと納税活 用型 CSO地填諫題解決支1量事業に 採択され ｀ 佐贄県で 25鐵までの 1型 糖尿綱
患君医療費肋成 事集を開始 した。

0日本IDDMネットワ ークの活動 内容に1!11するア ンケー トを実施し 、 610名からの 回答を得た．

0『r鑽え
安

よi!!iぶ
慶

書三に
佐

」2
賃

型
大

糠
学
尿

医
鋼：の 防災 ・ 災喜対 応セミナー 』をオンラインで開催した．

講鰤： 字瓢内科学講座肝麗・ 纏 尿 鋼・内 分泌 内科教授

or（母の日惰9l企圏］1磁●尿綱 患者 の いるご家旗初奮荘（佐賣県鳩野市）優樗OAYJ を開催し ． 夕貪会や朗続会 を

行った．

賃

0
共景で同の

通
2償5鐵

社

ま
に

で

お

の

い
1
て

型
『
糖
1!1:!尿

糖

綱

屎

患
鋼
者
に
に「対

20

す
歳る

の

医
璧

療
J
費

助
助

成

成
途

に
切つ れ

い
医
て

療
掲
費

載
の

され
負
た

担

．

望む治療繍める患者も』と題 し て 、 佐

0「あなたの 知りたいに 答えるCGM伎いこなしセミナ ー」をオ ンラインで開催した．

lllllili：広瀾正和O Me凸C●lCheosoい院長

0「イン スリン 療 法をおこな う患者・家旗の ための 11!痕費webセミナー 」をオ ン ラ インで開催した．

0成 人以降の 1型●累鋼患者 の 医療費支11 を全国で実現するため 「1塁●尿綱患者 医療費支橿基金」 を設立
した．

0認定楕じ金
定量非讀富保利

及
活

び
動

啓
法覺人

の
ピた

ー

め
ス

に
ウ

．

ィほン

血ズ纏
・ジ

ア
ャ

ラ
パ
ー

ン

ト
と

犬

協

チ働ャ
し

リ
低ティ血

T鶉シ
ア
ャ

ラツ
ー

の

ト飯犬売
3

を
頭

行
の

っ
養
た

成

．
を行った．

その 資 ． 

OBS綱日「ネコいぬワイドショーJで 「低 血糟アラー ト 犬J養 成の 様子が紹介された．

o,!ll糧尿綱 患者・家簗疇に 必ll!な情轄 を綱羅した「9型糠尿綱 [IDDM]お役立ちマニュアルJPaべ3からp．パ5（別
IRIを含む411類） を 配布•Iii売 した．

0
指経す済こと的を

事
応

由橿
で

す
大
る

学
た

へめ
の

の
遺「 1

学
型
が
糧

11l
尿
籟

綱

と根な
絶

っ奨て いる 1型糠原 鋼息者が、 1 型 糟尿綱覆絶 の ために1i11究肴 匿`療名を目
学基金」によ る給付型羮学金（返還不璽）の募集 を行い、 1名に 202ヽ年

4月から2027年3月まで 給付すること とした．

0鬼丸●也ナチュラ ル・リーダー シップ研究所所長によ るファ ン ドレイジ ン グ及びチームビルディ ン グを11!1る役麗員研
修を行った．

0「1塁●原綱患者 の 療養状況に関するアンケー ト鱈査』を実籍し ． 780名から回答を得た．

実範日睛

12月20日

1月

1月23日

2月5日

2月178

2月26日～27B

3月8B

3月28日

3月31日

4月～

5月～6月

5月11日

5月12B

5月148

5月25B

6月22日

6月26B

逼年

II月3日

ii1年

通年

逼年

1月～2月

逼年

実腕場所 従事
人

者数 の 受益対象 者の範囲及び人 数 支出額
（千円）

佐買市 7人 3500人

佐買市 3人 60万人ほか

東京響 4人 60万人

佐 賃市 2人 60万人

京都市 1人 60万人

佐貫市 1人 60万人

大垣市

安誡市 8人 93人佐旗賃

本
市

市

東京都 8人 60万人

佐賀市 1人 60万人

佐 賃市 5人 12名

佐賃市 8人 60万人ほか

大堰市

市安械 6人 94人佐買市

n 本市

鳩野市 6人 10人

佐賃市 1人 60万人

大埴市

安
佐
熊

減賃＊
市

市

市

8人 92人

圧煎本市

6人 56人

佐贄市 2人 60万人ほか

患者及び 650 その家該事

佐賃市 7人 60万人ほか

佐隅賃

本
市

市
2人 60万人

佐貫市 5人 60万人ほか

佐 賃市

ほか 6人 60万人

佐 賃市 II 人 60万人ほか

佐賃市 8人 eo万人ほか

安械市 5名 60万人佐買市



2事集実施に関する事項
(l)特定非賞利活動に係る事婁

事業名

関係団体との遍 携

関係遍団携
体との

関係団体との
遭携

詈及啓発

詈及啓発

詈及啓発

書及啓発

詈及啓発

詈及啓飩

書及啓覺

療青相該

療青相餞

療青相餃

療●相餃

会輯発行

会輯発行

会輯舞行

能塁半島地震
対応

能登半島地震
対応

中間支橿

中間支援

中間支II

中間支
擾

事 集内容

0日本糧尿綱学会からの憂1,
で
．EAS D（欧州讀尿綱学会）60th Annu●I Mee『t

鶉
iヽn
尿

9
鋼
-

と
1
と
3も S

に
ep
生
tember 2024. M孤rid.

Sくp』●Jmの

で

会
の

員畳
に

壇

向準け鑽
た
や層「知lli

を
67
行
回
っ

日t 本 鶉尿綱学会年次学術集会 会長特別企画 活する 人々 の声をき
た．

0能
寛4畳軍半被島災地し

震
た
の

ら
嫁ど

に
うす

．
B

る
*？糧尿鋼教青 ・

対
看処ll

法
学

～
会
」

へ
を
「1型纏尿綱[IODM)お役立ちマニュアル P•rt.3一 災害対応編

- ～災冨崎の 提供した。

〇公益財団法人 テルモ生命科 学撮興財団の助成金により ． 樟々な
タ
イブの糖尿綱を 紹介する啓覺動回を制作し．

You Tuいチャンネル
で
公開 した ．

0鳥取県庁主催rギつ鳥寛2回研修会 」に． 岩永拿三涅事長（共同代表）がIBかれ 、 1型鶴尿綱について1§った．

o, 型糧尿でも鋼多の、認知拡大を目的としたクラウドファンディング『「1翌纏尿鋼ってな に？It』
あ

1
.な
04

た
0

.
5
は
0

答
0

円え
の

る．ことが
で
きます

か？1人 く
ト

の
事

理で
の

解
啓
者

発
を
活
1』
動

を
I
CAMPFlRE如Soei●IGood

で
行い ． 81人の方に合 支援をい ただい

た．今検イペン こ活用して 行く．

0「1型纏尿綱
が
治った ら ・ ・・」を テーマに1型糠原綱患児のイラストコンテストを行い`受賞・応募作品を啓覺活動等に

活用した．

ONHKEテレ「きょうの儘康」
で
、 日本IOOMネットワークが実範した「 1型糧屎綱の 啓発 に関するアンケート」絡果の一

螂が紹介 され た．

0
）

日が本
畳

財壇団
し

主
1 型
僭糖の

I
”子どもWEEKEND

”分科会「ふるさと納税によるNPD支11の可態性」に、 岩永拿三理事長（共問代
表 尿綱についてIIった．

〇公益財団法人 三憂財団の助成により ． 高齢患者支援サービス構築に向けて準傭を行った ．

0
電子メール(220件） ． iii該 (5件）`相餞電話(111件）事を通 して ｀ 様々な祖該等に 対応した．

or高齢患者のこれから を考え る交滋会 」を4回開催した．

〇 会 員等への情輯提供として 、 メールマガジンを配慣した．

0 会員事への情輯提供として 活動輯告レボート を8, 5001111発行 、 送付した
．

〇
擾〇

O●
0

.. 

ア鼻テ石●.. 

ー

H

生

lで

を

llム』ポ

行

の

●鯛―r
ス

っ

r鼻

日

0・·

た

タ
ア

(

l.曹

ー

1

．

91レ.. 

月

•19m貫●，，1ヤ

日

企●鵡●

）

婁富重

か

＂
●9

を

口一

ら

＂
9封得●ホ 9

，

て

し
9載

ー

．

皇

1

｀

ム-9l改書
を
●

此

ペ●めへ

ー

慮

災

て

の

し．
●●倉．烹童蜻

事

U
事
.

. が

j項9
で
9→.」．き•.. 

な

’頂

い

,●●穴．憎力況"9
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に
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対
つ
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応
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●て

し

●

た

世る［
し

ン

．
み令
た
ス

宣
．

●リ.n
ン

.-＿憎9.99l.. ．l 
た
lli

． 
＂•

I

＇「一9名伶璽1

に

で

、

あ
糟

る

●冨●～ー●ユ●罵古

税
0 佐
に
讀 賃
す

県
る
CS褐O

該
指
に
定崖ふ永

る攀さ
三
と納覆税

事
研究会 の勉強金開催 を は口か佐賣 県内の CSO（市民社会絹織）からのふるさと納

長（共同代表）が対応した．

0斬潟
）が

景
対

譴
応

会
し

饉
た
員。 ．鳥耽嘱庁、 官崎環罐会議員からのふるさと納税に関する視察や鯖強会 に崖 永拿三還事長（共同

代表 ． 

0
）

日が本璧財壇団
し

主説催晴の
を
”1子

ども畑EKENO“分科会「ふるさと納税による NPO支11の可能性」に．過永拿三塁事長（共同代
表 行った．

実範B睛

通年

1月

9月118

11月7日

11月148
～ 

1月10日

12月 ～

1月15日

2月16日

ll年

通年

10月30El
10月318
2月21日
6月25日

8月10日
9月12日
10月17日
II月IDB
12月5B
1月5日
2月7日
3月5日
3月26日
4月12日
5月24日
6月25日

6月

1月

通年

通年

2月1GB

実施湯所

安域市
佐 賃市
ほか

佐賃市
ほか

安櫨市
佐賣市

煎本市

佐 賃市
ほか

佐賃市
ほか

大埴市
福閾市
市佐賣
隅本市

這i安滅
佐
隅
賃

本市

東京椰

佐買市
ほか

安櫨市
佐 賃市

和水町
ほか

東京響鬱

悶市
札幌市

大場市
安

福
佐

櫨
閾
賃

市
市
市

隕糸
ほ

本
溝
か

市
市

屯悶安
福閾市
佐賣市

大場市
安櫨市

市伊勢
褐閾市

佐＊買市
n iii 

ほか

佐賃市

佐賃市

東京榔

従事
人

者
数

の 受益対象者の範1l11 及び人数 支（千出円額） 

患者及び 10 その家旗亭

4人 60万人

2人 6D万人

そ
患

の
看
家

及
旗

び寧 701 

3人 60万人

2人 60万人

7人 60万人

4人 60万人

5人 60万人

2人 60万人

そ
患

の
看
家

及鱗び
亭 1 609 

7人 60万人

5人 60万人

9人
9人9人 10人
3人

患 看 及び 1,376 その家鏃事

8人 60万人

4人 60万人

愚看 及び
゜その家簸等

8人 60万人

cso （市民社会親織）事 69 

1人 80万人

1人 370万人

2人 250人



2事業実施に関す る事項

(1)特定非富
利

活動に係る事業．� � 

事集名

1 型糠 尿鋼研

究 基金

研

（ 特
究

別
費会』計）

助 成

9型糠 尿粛 研

究

研

〈特
究

基

別

金

費会
助

計

成
） 

1 型糠尿綱 研

究

研

（特
究

基

別

金

費会
助
計成

） 

究

1 型
基
糧

金

尿綱研

研

（檜

究

別費会

助
計

成
） 

9型糧屎
鋼

研

究

（
袴

基
別

金

会計 ）
研 究

費
助 成

究

研

9（特

型

究

基

別

糟

金

費会

尿

助

It)

綱

成

研

究

1

（ 特

型
基

別

糟

金

会

累

計

綱

）

研

シン
ポ

ジ

ウ

ム

究

シ

1

（ 特

型

ン

基
別

纏

ポ
金
会原 ジ

計

ウ

鋼

）
ム

lill 

事集内容

還
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マ
=
●

●
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さ
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れ

代
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序●●●會
た
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●
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在●
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●
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十
•●m●零•

関
買●匿”と.→●.●.支

＂

デ

●
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“
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●
内

す
9
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99
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●
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、

フ
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ォ

鵞寛9
●

—ー9
賣9

メ•1.

會

ー

.罰
.
＇』ノ
.

とヨ".し

ン

ーて、.上下定霞記量
に〇
化

そ
●

に

●賓

●

●

9
こ

9

9
寛

資
て

●
●

—
●
●

が

●

当

を

造＂人
ったに．●＝＊ート そ0

研 究

代表者．冨永洋
纏

之
尿

京
綱

鬱
療
府

養

立
匿

科
大
学附

ラ
属

ン

鋼

ス
院フ内

ォ
分

ー

メ泌

ー

・
糧

ショ 尿

ン

綱・代謝内9打 研 修員
研 究 資 金

：
100万円

0
●

・·.ヒ•
.

●
●

● ●

●咸い●.

●
●
寛

●

賃

誓●.

代

●
代●

行

●

... 裏
●
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っ
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の
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ら
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万
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円
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代
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ス
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す

W●

マ
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ー

た
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ト
藉』
『

●

9
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.
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●
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9"9
を

9m.9
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「.99

仕

9
く
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園

99ル 1

V

ッ1

9

故ト9

.
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ふ
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る

.

が
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.

.

. .,

.

,,,

. 

る

●
9
』 よ

を
財瓜

と
し、 トト

•
什9

発

・
移

研

肋

碍

II

究

成

究
JII

代

金

代
繹

表

表

：
5鳥

者

者

50
の

：

：

浅ヽ万
J

「ヽ量須
利

円 産田貞
化

胃設I
J

神
日

技
本
戸術

大

大
の

学

学開
園

大
発

学

学

鄭
内科学

系 纏屎9
代謝内科学分野

助 教

碍
肋

究
成

院医
学

研 究
科特命教授

金•,.000万円

0

9型糖累綱の損絶につ
ながる

あ
ら

ゆ
る研 究 を応 IIす る「9型鶉 尿綱研 究 基 金 J 助 成鰈題の中で

111続支援 を希望
さ

れ

·1
研

た

型
究

中
纏 代

か

尿 表
ら

痢
者

下
を

記

：
発宮

の
症奔
6

V浩件よ子へい筑肋蜀波
成

物
を大モ行 学

デ
っ

医

ルた
学 の．霞讀立と発 症 ・ 抑制機序の翔明

療系 助 教
助 成金．100万円

•O油beto• Curoに向け た 8
大

編学也墜斬学生輝の 内効分寧泌
化

代お謝よ
び

内低科侵学襲教
化
授研

助

究
成

代表
者・ 宮煤fll北皇

金． 500万円
・

焼

1
研

助

研

型

き
究

究

成

●

肉

代

金

代

尿

・

表

表

：
鋼

中
1

者

書
0

に

葦0：
：
対料
安

檜万

す

理永山円

る

、正

賃

ビ

I
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大

R
を

襴
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的
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公
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て
大

山 究

貪学

ody-セぺ
大

ン
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学

如
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●
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イ

叫

学
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研 ス
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●
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究

リ 療
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科

(開
AD

讀

発

覺

整

C
違セ
)

法
の

9

ン

J

ヽ
の

開

児
タ

発
ー 斬藁開覺分野分野長

て
大
貪学ぺ

大
ら学 れ

院
る墜 イ学ン

研 ス 究

リン科 讀

発

整

違
法

9J

ヽ
の

児
確
圏

立学浚問 研 究 医

・
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●
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●
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●
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●
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・パ
研

助

1

（
随イ究旦

成

オ
崎

●

代

金

人
公原表：3工

募
綱

書. 騨
）

4

の

；
を

松島

B

櫃行

0
本

移

万

絶

い
慎櫨

円

に

、一の下つ

（

一
「
た
記

な

金

め般
が研

培の社

る

究

償国団あに

一
壼
法

ら

助
基ゆ墨

人

成

金

る

療
匿を

J

研

用.療 行

「

究

ブ用

っ

佐

を
タ
た

ブ

賃

応

製．

タ
隈橿造
開
ふ
す

覺 る
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構

と

1

寄
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代
付
●

表

金

原
環

綱

事

（ふ
碍

る

究

さ

基

と
納

金
税
Jに おいて逼

年

で
の 研 究 助成課騒募

）」
を

活用）

ぃ0・日
研

助

｀1本8

型

究

成

件人

糧

代會
の

9

尿

表：型
応
1

綱

者
0

糟

募

0

の
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の根上
綱

円

中
絶
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か
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者
人
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下大
の

な

記 阪
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の大併
る

学
1匡あ 件遣大 ら
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学行

助

る
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関
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す
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．
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●
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［
第参晨・

テ
2加瓢

ー
示者

マ
I

ブ

交
9

ー

漑
ス
「会今
紹

（畳
介

研
I

（

t究晨
ら

看示
れ

、
ブ

る

II!

ー

1

鱒
塁

ス疇

糟

で
と

の

景患

糧

鋼

書
屎

治
・

綱
専門

医
に よる最斬治 療機霧

紹介
）

家康との交流）
れ
工輝る

1

島

塁
移

糟
櫨

景

に
鋼

つ
治

い
攪
て

にも
つ

っ
いて もっと知りた いJ

・テーマ

2

rバイ オ人 と知りた い」
・テ ー マ

3
「
高齢愚名交汲会 」

・テ ー マ4 「
患

家
者鰈交衰会 J

・ テーマs r家交漑会 」

実範日峙 実施
場

所 従事
人

者の 受益対象者の範囲及び 人数 支出額
散 （千円）

そ
患

の
者
家
及
該び等 100.800 

東京鬱
11月30B 金安沢域 市

市
9人 60万 人6月13日

佐賃市

12月5B 東京繹
3月II日 金安櫨沢市

市 10 人 60万 人3月11 8
福岡 市3月27日 佐貫市

12月
2
88

2月8日 東京綿
5月29日 金安沢械 市

市 9人 60万人6月13日
6月13日 佐賀市

6月288

東京鶴
2月20日 金安沢械 市

市 9人 60万人6月20日
褐

佐
閾 市

賃市

東京翻
6月11日 安金沢械 市

市
8人 60万人

佐買市

患 者及び 1,061 
その 家箪寡

6月9日 東京鑢 14人 117 人



2 事集実徳 に関する事項

(1)持定非霊利活動に係る事婁. -- - .  ---一 響. - -

事累名

1 型糧尿綱研
究基金
（特別会 計）

広輯

1型糖尿綱研
究基金
（惰別会 計）

広纏

1型糠尿綱1i11
究基金
（特別会 計）

広載

究
1 塁

基
糖
金
尿綱研

（特別会 計）
広暢

1型糧尿綱lill
究基金
（特別会 計）

広鴫

1型糟尿綱研
究基金
（特別会 計）

広輻

1型糠屎鯛研
究基金

（惰別会It)
広輯

1型讐尿綱研究
基金

（特別会 計）
広輯

1型糠尿綱研
究基金

（特別会It)
広輻

究
1 塁

基
鶉
金
尿粛研

（特別会 計）
広轍

1 型糧尿綱研
究基金

（特別会計）
広輯

1 翌鶉戻綱研
究基會

広
（持霰対会 計）

1型糟尿粛研
究基金
（糟別会 計）

広饒

究
1型
基

纏
金
尿粛研

（袴別会 計）
広轍

1 型
基
纏康綱研
究金

（特別会 計）
広帽

1 型鴨尿綱研
究基金

（特灯会 計）
広暢

1 型●尿綱研
究基金

（特別会 計）
広鞭

1 型糠屎綱研
究基金

（特別会計）
広輯

9型纏尿綱lill
究基金

（糟別会 計）
広Ill

1 堅
基
糠霰病研
究金

（特別会 計）
広纏

1 型纏尿綱研
究基金

（特刃会 計）
広輯

事 集内容

01型糖探鋼r治らないJから「治るJ-·不可能を可能 にする・ ーを応援する 100人委員会 の委員が1 39人 となった．
・く

不
1
可
00

能
人

を
委

可
員

能
会

に
の
す

役

る
割

この＞政り繕みを”社会 に 発償・する．
・不可能を可舵にするこの11Rり組みの“戟略 に助言

＂
する．

・不可能を可能にするこの敢り籍みに“ 参加
”
し患者と 家該に勇気を与える．

o, 型糖尿綱「治らないJから「治るJ-“不可籠を可能 にする
”

ーを応糧する希望の100社委 員会の委 員は 22企婁・
団体 となった．各社・団体から は、揖々な「治るJ活動支橿事の参加表明が寄せら れて いる．

0公益財団法人パ ブリック リソース財団の
糧
ご

絶
協

の
力
た

に

め
よ

の
り
研
．ォ

究
ン

に

ラ
ご

イ

支
ン

援
寄
を

付

お
サ

願
イ

い
ト
し
「Gま;.,す

o

」O
とn題

o

し
（ギ
てブ．

1

ワ
型
ン

糖
）J

屎
で

綱
「不

研
治

究
の
基

綱
金"1型糠尿綱

”
の子どもたちを助けた い！

への寄 付をお願いした．

0ヤフー 株式会社のご協力 によ り「Y•hm！ネット 募金Jで、 1型糖尿鋼橙絶に向けた研究を支援するため「年間1,600回
の注射を打ち棟けなくてはならない“ 不治の禽

“ の子どもたち に
“ 治る

”
希望を」と題して、1 型鼈尿鋼研究基金 への寄

付をお願いした．

0日本IDDMネットワー ク を指定して佐賀 県庁へふるさ
の

と配納
J
税絨を

み
し
に

て共い感た頂だ
い
い
た
た

佐

方

賃

々
の

へ
生、

佐衰賃・加
県
工

の稟息
者
者
の
家方族々 に

I
よるこだ

わりの品（賓田燒、 賓閉濤産濤苔）、 1型纏尿鋼根 絶 こよるこ
だわり の品（農度物、 伝続工芸品事）をお礼として送付した．

0「REAOYFOR継績 寄 付」を活用し「パ イ オ人工繹鳥移II』の研究助成 のため、 織籟的に霙月支擾いただ＜
「移櫨サポー ター」を募畢した と ころ、 当サポー ター が4 3人 と な っ た．

01型糟尿綱の啓覺にも繋がる「希望の募金箱」を作製し、 店舗やイペ ン ト出晨湯所事新たに 8か所（累計32か所）に
設置いただ いた．

0日本承縫寄付協 会の遺贈寄付情籟鯰「えんギフト 2023-2024」や承織寄付む断土講島、イ ペント 亀 WEB濤で1型纏
尿綱慣絶 に向けた支援を呼びかけた．

0遺贈寄附掩這機慣株式会 社 と の協働 によ り 、 らくらくコミュニティ（国内最大級のシニアSNS)で1型糟尿綱檀絶に向
けた支II筆の呼びかけを行 った り、オリックス饂行の遺言代用fl託の11i定寄 付先となった．

0司法書士法人チェスク ー と 協働で 1型糖尿綱をはじめ難鋼 患者・家旗事か ら の遺贈・相絨財崖の相餃に対
応 した ．

0「ふるさとチョイス」
に

（株
よ

式
る

会

1型
社

糠
トラ

屎
ス

綱
ト根パ治

ン

を
ク
目
運富 ）と協働し、佐 賃 県庁への日本IDDMネットワー ク指定のふるさと納

税（寄付）でiPS編飽 指す研究 への支擾を呼びかけた．
目蠣．24,000,000円

実績：30,963,500円863人から の支II申込あり

0「ふるさとチョ イス」（株式会 社トラス ト パン ク運富） と協働し．
指

佐
す

置
研

県
究
庁

へ
へ
の
の

支
日
擾

本
を

IO
呼

OMtネットワー ク指定のふるさと納
税（書 付 ）で、 パ イオ人工騨鼻移植による1型糖尿綱槽治を目 びかけた．

目標： ao, ooo. ooo 円
実績•33,473.906円 783人から の支擾申込あり

0「ふるさとチョイス J （株式会社トラス トバン ク運富
研
） と

究
協

へ
働

の
し

支
． 佐
II

賃

を
県庁への日本IDDMネットワー ク指定のふるさと納

税（書付）で、斬藁開覺で1型糧尿鋼檀治を目指す を呼びかけた．
目11:2 0, 000, 000円

0「ウ イ ルス糟尿綱予防ワクチン 開発」のために、 佐 賃Ill庁への日本
佐

ID瀾ネットワー ク 指定ふる さ と 納税
に よ る 佐賃大学への1i11究助成金 2, 0 0 0万 円の謄鼠式を開催し、 賣新聞で紹介された．

0「!II17回患看が行< !1ill究室訪問」を開催し、永漏正法 佐 賃大学匿学蜀肝識・纏諏鋼・内分泌内科惰任
教授事から rゥィルス糠景鋼予防ワクチン開覺」 に つ い て説朗を受けWEBで公開した．

0「ヒ トiPS織飽から次世代型スマー ト繹島をつくるJため に 、 佐●景庁への日本10011ネッ トワー ク11i定ビふ
る さ と 納税l：：よる京響大学iPS纏脳碕究所 への研究助成金2,4 0 0 万円の贈呈式を開催し． 関西テレ
続亮斬聞で紹介された．

0「第18回患書が行＜ ！研究宣訪問」を開催し． 長船億二京椰大学iPS細闘研究所教授事から「ヒトiPSIII
飽から次世代型スマー ト 騨島をつくるJ こ と に つ い て説明を受けた．

0 “ B爆りで 甍Itら れる騨鳥移鳩治療＂ を目指すfパイオ人工 騨島移撞（騨鼻憎充療法）櫨」のために 、 佐
賃 県庁への日本ID011ネッ トワー ク指定ふ る さ と 納税` r金着信一基金」などに よ る4研究 1!11（日本大
学、Ill隋大学｀神戸大学、匿療用ブタ開発機構） への研究助成金 6 , 0 3 0万 円の贖量式を開催し、 続亮

斬聞、 神戸斬聞、 佐賣斬聞で 紹介された．

0週刊斬瀾でr遺譜，相績財産のご 寄 付で難綱の子ども た ち に
・ 治る

”
未来をJ と 題 し て支擾を呼びかけ

た．

0全国レガシー ギ フ ト協 会主催r遺贈寄付ウィー ク 2023」の遺贈寄付ス ト ー リ ー

治
「冠

基
基

金
金
」

で 誼人 の 生きた
証を擾世に繋ぐ」で「由地敏廣 エンジョイ！基金」及び「山田和彦1塁纏屎綱 糧 」を紹介した．

実範B睛 実施湯所

安域市
通年 佐 賃市

ほか

通年 佐 賃市
ほか

通年 猜本市

逼年
褐岡賃市
佐 市

誼本市

佐 賃市
磨津市

fl1武万雄皇

市
市

通年 麿小鳩
神

野

島
櫨

墳

市
市

市

市
上峰町

みやきIT
*Ill町
白石町
太良町

金沢市

逼年 揖岡市
佐 賃市

鰈本市

通年 全国各地

逼年 佐 賃市
ほか

逼年 佐 賃市
ほか

通年 佐 賃市
ほか

(2月」B)
大填市

安減市
福閾市

9月30日 佐 賃＊市
煎市

10月3日
大

安
埴

櫨
市

市
～ 帽閾

市

市
1月31日 佐

旗
賃

本市

大場市
2月2日 安t纏市

(7月:IB]
岡市

賣市
謂本市

8月23B 佐買市

ほか

8月23日 佐賀市

京翻市11月13El ほか

11月13日 京都市

4 月11日
東京方

市
郷

神
枚

戸 市

ほか

8月10日 佐 賃市

ほか

9月 佐 賃市
ほか

従事
人

者の 受益対象者の範1l!1及び人数 支 出額
数 （千円）

患者及び 28.5 4 0 その家族亭

3人 60万 人

2人 60万人

1人 60万 人

3人 60万人

12人 60万人

5人 60万 人

5人 60万人

2人 60万 人

3人 60万人

2人 60万人

6人 60万人

6人 60万 人

6人 60万人

5人 60万人

2人 60万 人

6人 60万 人

2人 32人

8人 60万 人

4人 60万 人

3人 60万 人



2事婁実範に関する事項

(1)特 定非嘗和l活動に保る事集

事 婁名

1型纏尿綱研
究基金
（特別会It)

広輻

究
1 型

基
糟
金
尿鋼研

（惰別会計）
広輯

1 型糟屎鋼1i11
究基金
（特別会計）

広輯

究
9 型

基
糟
金
尿綱研

（特別会計）
広輯

究
1型
基
糟
金
尿綱研

（怜別会計）
広輯

究
9 型

基
鶉
金
尿綱研

（特別会計）
広轄

1 型糟屎綱1iJ1
究基金
（糟別会計）

広輯

究
1 型

基
纏
金
尿鋼研

（特別会計）
広輯

1 裂糧尿病研
究基金

広
（特
暢
別会計）

究
9

（ 惰
旦基
別

糠
金

会

屎

計

綱

）
碍

広輯

9
基
型纏瞑綱研
究金
（特別会計）

広輯

究
1 型

基
糠
金

景綱研

広
（特
輯
別会計）

9型糠尿鋼研
究基金
（特別会計）

広帽

1型
基
●尿綱研

究金
（特別会計）

広輻

1型糠尿鑽研
究基金
（特別会計）

広輯

1製
基
纏屎鋼研

究金
（特別会計）

広轄

9型鶉尿鋼研
究Ii金
（特別会計）

広輯

9 型糟尿綱1i11
究基金
（特別会計）

広纏

1型●屎綱Iii
究基金

広
（袴
帽

9l会計）

1型糧尿綱研
究基金

広
（特
輯
別会計）

究
1 型

基
●
金

景綱研

（特別会計）
広轄

事 集内容

OWEBメディア「•Korn•（オルタナ）J にお いて囀 遺嚢を社会諫題 の解決lこ役立てる「ii贈寄付Jを考える
．
と題して、日本

IOOMネットワー クの遺贈寄付に関する記事が褐載された．

0週刊文暮の遺贈•寄付9奇集で「1型糠尿鋼を・ 治る
”

綱気へ 子ども に注射ではなく希望を」と題して
支擾を呼びかけた ．

0文藝詈秋の遺II.寄付 惰集で「9型纏尿鋼を
“

治る
”

綱気へ」と題して支 援を呼びかけた．

0週刊文書に「佐賃県のふる さと納税で不治の綱の子どもたちを 支1i」と題して褐戴された．

09年目となる全国的な寄付啓発キャ ン ペーンf寄付月間～G西1 Decemb●9~」の賛同パー トナーとして、1型糟尿
鋼の頂絶

”
を目指し鐵末寄付を会員ほか関係者へ お願いした．

0『YouTubel..iv<,配fl＆交衰会』w油松本慎一先生を オンラインと 対面で開催し、 パイ オ 人工繹島移撞と糟尿綱の未
来 についてIAってもらった．

0日本経済新聞で「遺差寄付 で”
不治の綱

＂
1型纏尿綱を ＂ 治る 綱” にJと題して支擾を呼びかけた．

0週刊文書爪嵐Mの遺11•寄付 特集で「1型糖尿綱を・
治る

・ 鋼気へ 子ども に注射ではなく希望を」と題
して支擾を呼びかけた．

0佐賃錢行と 遺Ill寄付 に関する協定（遺贈寄付を希望する方を相互に紹介） を縞緒した．

0「1型糖尿鋼のバ イオ人工騨 島移撞の 現状と将来J講漬会・意見交慢会h大阪を開催した．

ONHK「 クローズアッブ 現代」が「 あなた の お金が社会を変える広がる“ 遺贈寄付
｀

費
J

讀
と題

保
し

」
て蚊送され、この

られ
中
た

で
．

、8
*IODMネットワー クの遺贈寄付の取絹がr遺罐寄付が籟みの綱・,.llしくなる研究 として政り上げ

or1型糠尿綱のパイオ人工繹島移憧の現状と将来J講濱会・璽見交慢会in宮崎を開催し.MRT宮嶋放送ニュースで
輻道された．

0註亮斬聞 におい て．日
「纏
本
屎

J O
綱
OM
患

ネ
者

ッ
に

トワ
ブ

ー
タの

クが
騨

研
臓
究
絹
支

織
11

を 移
を行

績っ」
て

国際いが医療バ
研

イ
な

オ
ど
人臨
工

床
繹

研
島
究
移

•撞•• 特
（騨
殊●カ憎ブセ

充
ル に包み拒絶反応を防止」と題して ● 充療法 ）Jにつ いて

掲載された。

0 共
究

同
を通財信政社 支

の
11
配

す
償
る

に
N
よP
り

O
、理山

事
梨長日

」
日斬聞、隅＊aa斬聞、佐買Ii聞事で、成「の

［崎llliの
ltl

人
事

］
が

岩
紹
永
介

拿
さ
三
れ

さ
た
ん～1型纏尿綱

の1i11 」として． 日本IDDMネットワークの1i11究肋 ． 

ONeW•Picks『［最斬レポ】日本 でも「 臓霧移撞J11」のブタが生まれている』の中で、 日本IOOMネットワー クの研究助成

の 取岨が掲戴された。

0全国レガシー ギフト協会作成rぉも い を つなぐ物Iiたち』 の 中で r籠綱の子どもたちに“治ぶ未来
を』と題して、 日本10瀾ネッ トワ ー ク の遺贈寄付ス トーリーが紹介 さ れた．

0亮 り 上げの一饒が1型●屎綱研究基金事への寄付と な る r寄付付き薦品」 のベー ジをリニュ ーアルし ．斬
設のペ ージには 1 裂糖屎綱患 者・家旗のお 店(1 2店） も褐載を開始した．

0バレン タ イン キャンベーンとしてrドクターズチョコ
讚
レー

剤
ト

グ
」
ル

(Iii
ー

亮
ブ

元
各

：
社

株
(
式

10
会

9
社

店
マ
鑓

ザ
）の
ーレン カ）の売上の9％を1型糖累

綱研究基金へ 寄付 される 取繕を1&H株式会社阪神 ）のご協力に より実施した．

0東京マラソン 2024チャリティに寄付先団体と して参加した．

0 マ ンスリ ーサポータ ー100名募集キャ ン ペ ーンを行ったところ、1 68名もの 申し込みがあった．

〇特定し｀非籟営綱利研
活
究
動肋法成人1こ類

＂

綱
綱
支
患

擾
者

ネ・家
ット鰈・ジ金ャ

活
パ
動
ン

支
と

援
の

を
共助JIii成事対

婁
象
で｛「難綱研究 支橿基金」を「＂ 綱研究濤支擾基金 JIこ

改称 こ加えることとした．

実施日跨 実篤場所 従事 者 の曼益対 象
者の範匿！及び 人数 支出額

人数 （干•円）

安櫨市

9月12日 佐賃市 3 人 60万人
隈本 市

10月26日 佐貫市 5人 60万人ほか

II月1日 佐賃市 5人 60万人ほか

11月16日 佐賃市 2 人 60万人ほか

12月 佐買 市 B人 60万人ほか

12月58 神戸市 5 人 60万人

12月13日 佐買 市 2人 60万人1月10日 ほか

1月12B 佐賃市 2 人 60万人ほか

1月25日 佐貫市 1人 60万人

1月28日 大阪市 7人 46人

2月19日 大垣市

市佐賣
2人 60万人

3月17日 宮崎市 6人 144 人

4月10B 安
佐

減

賃
市

市
3人 60万人

5月 佐賃市 1人 60万 人

安磯市

6月21日 佐賃市 4人 60万人
隅本 市

9月～ 佐賃市 3人 60万人ほか

1月～ 全国各地 5人 60万 人

1月15日
～ 全国各地 4人 60万人

2月298

3月3日 東京翻 4人 60万人

金
大
沢埴市

市

4月1日 安
11

減
1111

市

市～ 12人 60万人
6月10日 佐難本

賣市

市

ほか

4月108 佐賃市 1人 60万 人



2事業実施に関する事項

(9)特定非営利活動に係る事稟••-• ••-••• r - • 

事婁名 事婁内容

究
9 型

基
糧重 尿綱研
金 く主な寄付金収入実績＞

（特別会計）

1型糠尿綱研
究基金

（特別会計）

1型糧屎綱研
究基金

（椅91会計）

1 型纏尿鋼1i11
究基金

（椅別会計）

1型糠尿綱研
究基金

（特別会計）

究
1 型

基
●
金

尿綱liJI

（特別会計）

1 型糠累綱研
究基金

（特別会計）

1型纏尿綱研
究基金

（椅別会計）

0曇月定額(1 口1,000円）で当研究基金のサ ポ ートをいただ＜ノーモア注射マンスリーサポーターから寄付を頂戴し
た ．

サポ ークー数． 817名で1.642口
寄付金額・ 1 6, 489, 587円

0コカ ・
コ

ー
ラ ポ、

（
ト
株

ラ

）
ー

TGズサジポャ
ーバトン、（株 ）、 （株）

ャ
売

伊バ
上

麗
ン
額

園
・

の

、
カ

サ

一
イン

ン
郎
トド
が

リ
ネ

ー

1
ス

塁
ビ

協
糠

バ
会

尿

レ及
綱

ッびジ

研

Itソ

究

リ
綱

基

ュ
・

金

ー
慢

へ
シ性

寄

ョ疾ン

付

患（

さ

株患
れ

）
者

。

た
支
（株

．
橿）ペネフレックス、 FV

ジャパン （株 ） （特非）ジ 自動販売機を設置
いただいた筐様のご協力により、 その飲料

設置台数•65台
寄付金額， 1, 492. 166円

0（株）パリュープックスのご協力で家虞や譴場に載っている古本を11供いただく「ノーモア注射～希望の本ブロ ジェク
ト』により寄付を頂戴した．

寄付金額・ 1 87,526円

OTMコミュニケ ー ションサービス株式会社のご協力で、 不用品の貫駐価格に10％が加えられた金額をいただ<rぉ宝
エイド」により寄付を頂戴した．

寄付金額・ 237. 612円（書き損じハガキプロジェクト分を含む）

0ヤフー株式会社のご協力で． ry.h..！ネット募會」により寄付を頂戴した ．

寄付金額：962,282円

〇ソフトパンク株式会社のご協力で、 スマートフォン等から寄付 できる「つながる募金」により寄付を11戴した ．

寄付金額：485,780円

〇東京マラソン2024の寄付先団体として参加し 、 28名のチャリティラ ンナーと支II者から寄付を11戴した．
寄付金額3,087.000円

(2)その他の事婁該当なし

(3)その他
0総 会：

通常総会を2023年8月26日佐賃市で開催
臨時総会を2024年2月27日佐賃市で開催（会長職の導入 、 会費の値上げ）

〇理事会：
第43回理事会を2023年9月27日（資産運用規程の改正、 資度運用）佐貫市で開催

実詫日時 実範場所 従事
人

者蝕 の受益対象者 の範囲及び人数
支
（干出円

額
） 

通年 全国各地 11人 60万人

仙台市

つ下く野ば
市

市

上皇町
千稟市

柏市

市

東
厭
京

市郷

斬潟市

三拍燕条崎
市

市

市

富山 市

市白山
福井市
ヽJヽ浜市

過年 鯖越前江市

市
4人 60万人

爾越罰町
おおい町
浜松市

品綾鄭
悶

市

枚方市

東
門

神大
真

戸阪
市

市

市

閾三木山市

市

福山市

今治市
佐賃市

肝付町

通年 全国各地 8人 60万人

通年 全国各地 8人 60万人

逼年 全国各地 8人 60万人

通年 全国各地 8人 60万人

1月14日
全国各地 2人 60万人

8月31日

算44回理事会を2023年11月15日（在宅動務規程の改正、 事務処理規程の改正、 賃金規穫の改正、 定款の改正く会長職の導入＞）佐賃市で開催
第45回理事会を2024年1月25日（医療用ブク開発機構への研究助成J型糖尿病患者起婁支援基金及び1型纏尿病橙絶奨学基金の廃止｀ 岩永幸三理事長の次期役員轍酬｀

臨時総会の開催）佐賀市で開催
第46回理事会を2024年4月10日（賃金規程の改正｀ 旅費規程の改正、 雌病研究支援基金の名称変更及び使途拡大）佐賀市で開催
寛47回覆事会を2024年6月26日（通常総会に付繕する事項、 1型糟尿病患者医攪費支援基金の割設 、 労働関係規種の整傭 ｀ 井上龍夫理事長の次期役員輻酬）佐賣市で開催
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